
 

 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 
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２０２３年１１月２２日 日本鉄道労働組合連合会 
 

３産別共同行動 ～ ～
 

11月 14日、ＪＲ連合、航空連合

およびサービス連合の３産別は、新

型コロナウイルス感染症への対応

において発生してきた課題と教訓

事項について、連合本部の村上陽子

副事務局長をはじめ総合政策推進

局の担当役員との間で共有すると

ともに、情報交換を行った。 

ＪＲ連合からは政所大祐事務局長・石川敏也産業政策局長が、航空連合からは長谷川樹

事務局長・坂元慎平副事務局長が、サービス連合からは石川聡一郎事務局長・矢野勇紀副

事務局長が参画した。 

政府は本年９月に内閣感染症危機管理統括庁を発足

させるとともに、新型インフルエンザ等対策推進会議を

設置し、新型コロナウイルス感染症への対応や各種対策

にかかる検証を開始している。感染症対応の方針を示し

た「新型インフルエンザ等対策政府行動計画」を検証し、

2024 年夏を目途に行動計画とガイドラインを改定する

予定とされている。同会議には、働く者を代表して連合

本部の村上副事務局長が参画・意見発信をしており、３産別が抽出したコロナ対応にかか

る課題や教訓、政策要望が反映されている。この度は、同会議において、経済・社会活動

と感染拡大対策の両立の在り方、政府や専門家および報道関係者による正しい情報の発信

の在り方の議論がなされていることなどを確認し、３産別からは課題認識と要望をあらた

めて説明した。また、雇用対策としての雇用調整助成金制度や産業雇用安定助成金制度等

にかかる労働政策審議会における議論状況についても情報を共有した。 

年内には同会議が、新たな行動計画の策定にかか

る方向性を決定し、来年には各論にかかる検討がな

される見通しとされている。３産別は連合本部や交

運労協との連携を強化し、今後同様の失策やトラブ

ルが繰り返されることのないよう、産業の回復・発

展に繋がる政策の推進に繋げていく。また、今後も

様々な課題認識を共有し、継続的に情報交換や政府

政策への意見反映の取り組みを継続することを確認した。 


